
(57)【要約】

【課題】　電源投入からオペレーティングシステムが起

動するまでの間、本体が正常に起動しているにもかかわ

らずユーザに不安を起こさせるのを防止できる内視鏡装

置及びその表示手段に対する表示制御方法を提供する。

【解決手段】　電源投入のために電源スイッチ１９がＯ

Ｎされると、本体ユニット２のＣＰＵ１６は、第１メモ

リ１７に格納されているＯＳのソフトウェアの読込みを

開始し、起動させる動作を開始する。電源の投入と同時

に、第２スーパインポーズ部２３は第２メモリ２２に格

納されている第２ロゴ画像のデータを読み出し、表示駆

動部２５を介して表示部２４に送る。ＯＳが起動するま

での間、第２ロゴ画像の表示を瞬時に表示するようにし

て、ユーザが不安を抱くのを有効に防止できるようにし

た。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 撮 像 手 段 を 内 蔵 し た 挿 入 部 と 、 前 記 撮 像 手 段 に よ り 撮 像 さ れ た 撮 像 信 号 に 対 す る 信 号 処
理 を 行 う 信 号 処 理 手 段 と 、 前 記 信 号 処 理 手 段 に よ り 生 成 さ れ た 撮 像 画 像 を 表 示 す る 表 示 手
段 と 、 所 定 の ソ フ ト ウ ェ ア に よ る オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム の 起 動 上 で 制 御 動 作 を 行 う 制
御 手 段 と 、
　 前 記 内 視 鏡 装 置 の 電 源 が 投 入 さ れ 、 前 記 オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム が 起 動 す る 時 間 前 に
、 予 め 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ て い る 所 定 の 情 報 を 読 み 出 し 、 前 記 表 示 手 段 に 前 記 所 定 の 情 報
を 表 示 さ せ る 制 御 を 行 う 表 示 情 報 制 御 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 装 置 。 　
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム が 起 動 後 に は 、 前 記 表 示 手 段 に 表 示 さ
れ る 前 記 所 定 の 情 報 の 表 示 を 停 止 し 、 前 記 撮 像 手 段 に よ り 撮 像 さ れ た 撮 像 画 像 を 前 記 表 示
手 段 で 表 示 す る 制 御 動 作 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 制 御 手 段 又 は 前 記 表 示 情 報 制 御 手 段 は 、 前 記 表 示 手 段 に 前 記 所 定 の 情 報 の 表 示 後 に
前 記 撮 像 画 像 の 表 示 、 若 し く は 前 記 表 示 手 段 に 前 記 所 定 の 情 報 の 表 示 後 に さ ら に 第 ２ の 情
報 を 表 示 さ せ た 後 に 、 前 記 撮 像 画 像 を 表 示 さ せ る 制 御 動 作 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
２ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 撮 像 手 段 を 内 蔵 し た 挿 入 部 と 、 所 定 の ソ フ ト ウ ェ ア に よ る オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム の
起 動 上 で 制 御 処 理 を 行 う Ｃ Ｐ Ｕ と を 備 え た 内 視 鏡 装 置 の 表 示 手 段 に 対 す る 表 示 制 御 方 法 に
お い て 、
　 電 源 の 投 入 に よ り 、 前 記 オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム を 起 動 す る た め に 前 記 Ｃ Ｐ Ｕ が 前 記
ソ フ ト ウ ェ ア の 読 込 み 処 理 を 行 う 第 １ の ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ の ス テ ッ プ に よ り 、 起 動 し た 前 記 オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム 上 で 前 記 Ｃ Ｐ Ｕ が
制 御 処 理 を 行 う 第 ２ の ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ の ス テ ッ プ の 処 理 と 殆 ど 同 時 に 開 始 し 、 少 な く と も 前 記 第 ２ の ス テ ッ プ が 開 始
す る 時 間 よ り も 前 に 、 予 め 記 憶 手 段 に 格 納 さ れ て い る 所 定 の 情 報 を 読 み 出 し 、 前 記 表 示 手
段 に 前 記 所 定 の 情 報 を 表 示 す る 処 理 を 行 う 第 ３ の ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 ２ の ス テ ッ プ の 開 始 後 に お い て 、 前 記 第 ３ の ス テ ッ プ の 処 理 を 停 止 し 、 前 記 撮 像
手 段 に よ る 撮 像 画 像 を 前 記 表 示 手 段 に 表 示 す る 処 理 を 行 う 第 ４ の ス テ ッ プ と 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 装 置 の 表 示 手 段 に 対 す る 表 示 制 御 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 を 用 い て 被 検 体 内 の 検 査 を 行 う 内 視 鏡 装 置 及 び そ の 表 示 手 段 に 対 す る
表 示 制 御 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 内 視 鏡 は 工 業 用 分 野 そ の 他 に お い て 、 広 く 用 い ら れ る よ う に な っ た 。 従 来 例 と し
て 、 例 え ば 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ４ ５ ７ ３ ８ 号 公 報 、 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ ３ ７ ２ ８ ９ 号 公 報 に 開
示 さ れ て い る よ う な 表 示 手 段 を 備 え た 内 視 鏡 装 置 が あ る 。 　
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ４ ５ ７ ３ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ ３ ７ ２ ８ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 、 内 視 鏡 装 置 の 電 源 を 入 れ て か ら オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム が 起 動 す る ま で に 時 間
が か か り 、 そ の た め 、 表 示 手 段 に ロ ゴ 画 像 が 表 示 さ れ る ま で に 例 え ば 数 秒 必 要 と な り 、 そ
の ロ ゴ 画 像 が 表 示 さ れ る ま で の 間 、 表 示 手 段 に ブ ル ー バ ッ ク 画 像 を 表 示 し て い た 。 　
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　 こ の た め 、 上 述 の 従 来 は 、 オ ペ ー レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム が 起 動 し て い る 間 、 表 示 手 段 に
表 示 さ れ て い る ブ ル ー バ ッ ク 画 像 を 見 つ づ け て い な け れ ば な ら ず 、 正 常 に 起 動 し て い る か
否 か の 判 断 に 時 間 を 要 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
（ 発 明 の 目 的 ）
　 本 発 明 は 、 上 述 し た 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 電 源 投 入 か ら オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ
ム が 起 動 す る ま で の 間 、 本 体 が 正 常 に 起 動 し て い る に も か か わ ら ず ユ ー ザ に 不 安 を 起 こ さ
せ な い よ う に で き る 内 視 鏡 装 置 及 び そ の 表 示 手 段 に 対 す る 表 示 制 御 方 法 を 提 供 す る こ と を
目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 撮 像 手 段 を 内 蔵 し た 挿 入 部 と 、 前 記 撮 像 手 段 に よ り 撮 像 さ れ た 撮 像 信 号 に 対
す る 信 号 処 理 を 行 う 信 号 処 理 手 段 と 、 前 記 信 号 処 理 手 段 に よ り 生 成 さ れ た 撮 像 画 像 を 表 示
す る 表 示 手 段 と 、 所 定 の ソ フ ト ウ ェ ア に よ る オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム の 起 動 上 で 制 御 動
作 を 行 う 制 御 手 段 と 、
　 前 記 内 視 鏡 装 置 の 電 源 が 投 入 さ れ 、 前 記 オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム が 起 動 す る 時 間 前 に
、 予 め 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ て い る 所 定 の 情 報 を 読 み 出 し 、 前 記 表 示 手 段 に 前 記 所 定 の 情 報
を 表 示 さ せ る 制 御 を 行 う 表 示 情 報 制 御 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。 　
　 上 記 構 成 に よ り 、 電 源 投 入 か ら オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム が 起 動 す る ま で に 時 間 が か か
る 場 合 に も 、 そ の 起 動 前 に 所 定 の 画 像 が 表 示 手 段 に 表 示 さ れ る よ う に し て 、 ユ ー ザ が 正 常
に 起 動 し て い る こ と を 速 や か に 判 断 で き る よ う に し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 電 源 投 入 か ら オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム が 起 動 す る ま で の 間 、 本 体 が
正 常 に 起 動 し て い る に も か か わ ら ず ユ ー ザ に 不 安 を 起 こ さ せ な い よ う に で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。 　
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ な い し 図 ４ は 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 り 、 図 １ は 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 内 視 鏡 装 置
の 構 成 を 示 し 、 図 ２ は 本 実 施 例 に お け る 電 源 投 入 に よ り 撮 像 画 像 が 表 示 さ れ る ま で の 一 連
の 処 理 内 容 を 示 し 、 図 ３ は 電 源 投 入 に よ り 表 示 部 に 順 次 表 示 さ れ る 画 像 を 示 し 、 図 ４ は 電
源 投 入 後 に お け る 本 実 施 例 の 概 略 の 動 作 の タ イ ミ ン グ 図 を 示 す 。 　
　 図 １ に 示 す よ う に 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 内 視 鏡 装 置 １ は 、 化 学 プ ラ ン ト 等 の 撮 像 対 象
物 ４ 内 に 挿 入 さ れ 、 そ の 内 部 を 内 視 鏡 検 査 す る 内 視 鏡 装 置 本 体 ユ ニ ッ ト （ 以 下 、 単 に 本 体
ユ ニ ッ ト と 略 記 ） ２ と 、 こ の 本 体 ユ ニ ッ ト ２ と コ ネ ク タ 部 ５ で 接 続 さ れ 、 表 示 を 行 う 表 示
ユ ニ ッ ト ３ と か ら 構 成 さ れ る 。 　
　 こ の 本 体 ユ ニ ッ ト ２ は 、 被 検 体 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 ６ を 有 し 、 こ の 挿 入 部 ６ の 先 端 部
に は 照 明 窓 ７ と 観 察 窓 （ 撮 像 窓 ） ８ と が 設 け て あ る 。 照 明 窓 ７ の 内 側 に は 、 例 え ば 白 色 光
を 出 射 す る 発 光 ダ イ オ ー ド （ Ｌ Ｅ Ｄ と 略 記 ） ９ が 配 置 さ れ 、 Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 部 １ ０ か ら の 駆 動
電 源 で 発 光 し 、 こ の 照 明 窓 ７ に 取 り 付 け た 照 明 レ ン ズ を 経 て 照 明 光 を 出 射 し 、 撮 像 対 象 物
４ 内 部 を 照 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 な お 、 Ｌ Ｅ Ｄ ９ の 代 わ り に 照 明 光 を 伝 送 す る ラ イ ト ガ イ ド を 設 け 、 光 源 部 か ら の 照 明 光
を 伝 送 し て そ の 先 端 面 か ら 出 射 す る 構 成 に し て も 良 い 。 　
　 観 察 窓 ８ に は 対 物 レ ン ズ １ １ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 そ の 結 像 位 置 に 配 置 さ れ た 撮 像 素
子 と し て の 例 え ば 電 荷 結 合 素 子 （ Ｃ Ｃ Ｄ と 略 記 ） １ ２ に 、 撮 像 対 象 物 ４ の 内 部 の 光 学 像 を
結 像 す る 。 　
　 こ の Ｃ Ｃ Ｄ １ ２ は 、 挿 入 部 ６ 内 を 挿 通 さ れ た 信 号 線 を 介 し て 信 号 処 理 部 １ ３ に 接 続 さ れ
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て お り 、 Ｃ Ｃ Ｄ １ ２ に よ り 光 電 変 換 さ れ た 撮 像 信 号 に 対 す る 信 号 処 理 を 行 い 、 デ ジ タ ル の
映 像 信 号 デ ー タ を 生 成 す る 。 　
　 こ の 映 像 信 号 デ ー タ は 、 選 択 或 い は 合 成 （ 重 畳 ） を 行 う 第 １ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 １ ４ を
経 て エ ン コ ー ダ ／ ド ラ イ バ 部 １ ５ に 出 力 さ れ る 。 こ の 第 １ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 １ ４ は 、 信
号 処 理 部 １ ３ 側 か ら の 映 像 信 号 デ ー タ と 、 以 下 に 説 明 す る Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ 側 か ら 出 力 さ れ る 第
１ ロ ゴ 画 像 の デ ー タ を 選 択 或 い は 合 成 し て エ ン コ ー ダ ／ ド ラ イ バ 部 １ ５ に 出 力 す る 。 エ ン
コ ー ダ ／ ド ラ イ バ 部 １ ５ は 、 第 １ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 １ ４ か ら 出 力 さ れ る 映 像 信 号 デ ー タ
或 い は 第 １ ロ ゴ 画 像 の デ ー タ を 、 Ｓ － Ｖ ｉ ｄ ｅ ｏ フ ォ ー マ ッ ト 等 の 映 像 信 号 に 変 換 し て 表
示 ユ ニ ッ ト ３ 側 に 出 力 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 信 号 処 理 部 １ ３ 、 第 １ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 １ ４ 及 び エ ン コ ー ダ ／ ド ラ イ バ 部 １ ５ は
、 内 視 鏡 装 置 １ 内 の 信 号 処 理 部 １ ３ を 含 む 各 部 に 対 す る 制 御 を 行 う 制 御 手 段 と し て の 中 央
処 理 装 置 （ Ｃ Ｐ Ｕ と 略 記 ） １ ６ と 接 続 さ れ 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 各 部 の 動 作 を 制 御 す る 。 ま た 、
こ の Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 所 定 の オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム （ Ｏ Ｓ と 略 記 ） の 上 で 動 作 し 、 こ の
Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 そ の Ｏ Ｓ に 対 応 す る 所 定 の ソ フ ト ウ ェ ア と 共 に 、 第 １ ロ ゴ 画 像 の デ ー タ を
格 納 し た 第 １ メ モ リ １ ７ と 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 第 １ ロ ゴ 画 像 の デ ー タ は 、 例 え ば こ の 本 体 ユ ニ ッ ト ２ の 商 品 名 、 製 造 会 社 名 等 の マ
ー ク と 共 に 、 本 体 ユ ニ ッ ト ２ の 機 種 名 を 伴 っ た 画 像 情 報 で あ り 、 こ の 第 １ ロ ゴ 画 像 が 表 示
さ れ る こ と に よ り 、 ユ ー ザ は 、 そ の 本 体 ユ ニ ッ ト ２ の 機 種 等 を 知 る こ と が で き る 。 ま た 、
Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 こ の 第 １ ロ ゴ 画 像 を 表 示 す る 時 間 を 計 測 す る タ イ マ 機 能 を 有 し 、 タ イ マ 機
能 に よ り 一 定 時 間 が 経 過 す る と 、 第 １ ロ ゴ 画 像 を 出 力 す る こ と を 停 止 し 、 Ｃ Ｃ Ｄ １ ２ で 撮
像 し た 画 像 を 表 示 す る よ う に 表 示 切 り 替 え を 制 御 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 こ の 本 体 ユ ニ ッ ト ２ に は 、 本 体 ユ ニ ッ ト ２ 内 の 各 部 に 直 流 電 圧 Ｖ ｃ ｃ １ の 電 力 を
供 給 す る と 共 に 、 表 示 ユ ニ ッ ト ３ に も 直 流 電 圧 Ｖ ｃ ｃ ２ の 電 力 を 供 給 す る 電 源 部 １ ８ が 設
け て あ る 。 こ の 電 源 部 １ ８ は 、 電 源 ス イ ッ チ １ ９ を 介 し て 外 部 の 商 用 電 源 ２ ０ と 接 続 さ れ
る 。 　
　 そ し て 、 電 源 ス イ ッ チ １ ９ が Ｏ Ｎ に さ れ る と 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 第 １ メ モ リ １ ７ か ら Ｏ Ｓ
の ソ フ ト ウ ェ ア を 読 込 み 、 Ｏ Ｓ が 起 動 し て 動 作 状 態 に な る と 、 こ の 第 １ メ モ リ １ ７ に 格 納
さ れ た 第 １ ロ ゴ 画 像 を 第 １ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 １ ４ に 送 り 、 さ ら に エ ン コ ー ダ ／ ド ラ イ バ
部 １ ５ を 経 て 表 示 ユ ニ ッ ト ３ 側 に 送 出 す る 。 　
　 こ の 表 示 ユ ニ ッ ト ３ は 、 エ ン コ ー ダ ／ ド ラ イ バ 部 １ ５ か ら の 映 像 信 号 を 、 デ ジ タ ル の 映
像 信 号 デ ー タ に 変 換 し て 出 力 す る デ コ ー ダ 部 ２ １ と 、 第 ２ ロ ゴ 画 像 の デ ー タ を 格 納 し た 第
２ メ モ リ ２ ２ と 、 タ イ マ 機 能 を 持 ち 、 第 ２ メ モ リ ２ ２ の デ ー タ を 読 込 み 、 第 ２ ロ ゴ 画 像 の
デ ー タ と デ コ ー ダ 部 ２ １ か ら の 映 像 信 号 デ ー タ を 選 択 ま た は 合 成 し て 映 像 信 号 デ ー タ と し
て 出 力 す る 表 示 情 報 制 御 手 段 と し て の 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ と 、 こ の ス ー パ イ ン ポ
ー ズ 部 ２ ３ か ら の ビ デ オ デ ー タ を 表 示 部 ２ ４ に 表 示 で き る よ う に 駆 動 す る 表 示 駆 動 部 ２ ５
と 、 こ の 表 示 駆 動 部 ２ ５ か ら の 信 号 で 画 像 の 表 示 を 行 う 液 晶 デ ィ ス プ レ イ （ Ｌ Ｃ Ｄ と 略 記
） 等 の 表 示 部 ２ ４ と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 電 源 が 投 入 さ れ た 場 合 、 本 体 ユ ニ ッ ト ２ の Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 第 １ メ モ リ １ ７ に 格 納 さ れ た
Ｏ Ｓ の ソ フ ト ウ ェ ア を 読 み 込 み を 開 始 す る 。 そ し て 、 そ の Ｏ Ｓ が 起 動 後 に そ の Ｏ Ｓ 上 で Ｃ
Ｐ Ｕ １ ６ が 各 種 の 制 御 動 作 を 開 始 す る が 、 Ｏ Ｓ の 起 動 ま で に 時 間 が か か る た め 、 本 実 施 例
に お い て は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ の 制 御 に よ ら な い で 、 電 源 が 投 入 さ れ た 場 合 に は 直 ち に 所 定 の 情
報 と し て の ロ ゴ 画 像 を 表 示 で き る よ う に 第 ２ メ モ リ ２ ２ に 予 め 第 ２ ロ ゴ 画 像 の デ ー タ を 格
納 し て い る 。 こ の 第 ２ ロ ゴ 画 像 の デ ー タ は 、 例 え ば 表 示 ユ ニ ッ ト ３ の 商 品 名 、 製 造 会 社 名
等 の マ ー ク で あ る 。 こ の 第 ２ ロ ゴ 画 像 は 、 ユ ー ザ が 見 た 場 合 、 本 体 が 起 動 し て い る 間 、 本
体 の 起 動 と は 切 り 離 し て 表 示 さ せ る 際 の 情 報 と な る 。 　
　 そ し て 、 電 源 が 投 入 さ れ た 場 合 に は 、 表 示 情 報 制 御 手 段 と し て の 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ
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部 ２ ３ は 、 直 ち に 第 ２ メ モ リ ２ ２ か ら こ の 第 ２ ロ ゴ 画 像 の デ ー タ を 読 み 出 し て 表 示 駆 動 部
２ ５ を 介 し て 表 示 部 ２ ４ で 表 示 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 こ の 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ は 、 タ イ マ 機 能 を 有 し 、 電 源 投 入 後 、 Ｏ Ｓ が 起
動 し 、 Ｏ Ｓ 起 動 上 で Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ が 動 作 を 開 始 可 能 な 一 定 時 間 の 後 に は 、 第 ２ メ モ リ ２ ２ か
ら の 第 ２ ロ ゴ 画 像 の デ ー タ を 読 み 込 む の を 停 止 し 、 本 体 ユ ニ ッ ト ２ 側 の 第 １ メ モ リ １ ７ か
ら の 第 １ ロ ゴ 画 像 の デ ー タ を 表 示 駆 動 部 ２ ５ 側 に 出 力 し 、 表 示 部 ２ ４ に 第 １ ロ ゴ 画 像 を 表
示 さ せ る よ う に 表 示 切 り 替 え を 制 御 す る 。 　
　 つ ま り 、 電 源 が 投 入 さ れ た 場 合 に は 、 図 ３ に 示 す よ う に 第 ２ メ モ リ ２ ２ か ら の 第 ２ ロ ゴ
画 像 の デ ー タ を 読 み 出 し て 電 源 投 入 時 か ら 時 間 を か け る こ と な く 瞬 時 に 第 ２ ロ ゴ 画 像 を 表
示 さ せ る 。 そ し て 、 Ｏ Ｓ が 起 動 し て Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ が 制 御 動 作 を 開 始 で き る 一 定 時 間 後 に は 、
第 １ メ モ リ １ ７ か ら の 第 １ ロ ゴ 画 像 の デ ー タ を 読 み 出 し て 表 示 さ せ る 。 そ の 後 、 Ｃ Ｃ Ｄ １
２ で 撮 像 し た 撮 像 画 像 を 表 示 さ せ る よ う に す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ る 本 実 施 例 の 動 作 と し て 、 （ 表 示 手 段 と し て の 表 示 部 ２ ４ に 撮 像 画
像 を 表 示 す る ま で に 至 る ） 電 源 投 入 時 の 表 示 手 段 に 対 す る 表 示 方 法 の 動 作 を 図 ２ を 参 照 し
て 説 明 す る 。 図 １ に 示 す よ う に 例 え ば 内 視 鏡 装 置 １ を 商 用 電 源 ２ ０ に 接 続 し 、 図 ２ の ス テ
ッ プ Ｓ １ に 示 す よ う に 電 源 ス イ ッ チ １ ９ を Ｏ Ｎ に す る 。 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ に 示 す よ う
に 電 源 部 １ ８ の 直 流 電 力 が 本 体 ユ ニ ッ ト ２ と 表 示 ユ ニ ッ ト ３ の 各 部 に 供 給 さ れ る 。 　
　 そ し て 、 本 体 ユ ニ ッ ト ２ と 表 示 ユ ニ ッ ト ３ の 各 部 は 動 作 を 開 始 す る 。 こ の 場 合 、 ス テ ッ
プ Ｓ ３ に 示 す よ う に 本 体 ユ ニ ッ ト ２ 内 の Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 第 １ メ モ リ １ ７ に 格 納 さ れ て い る
Ｏ Ｓ の ブ ー ト ロ ー ダ （ ソ フ ト ウ ェ ア ） の 読 込 み を 開 始 す る 。 な お 、 ブ ー ト ロ ー ダ を 読 込 み
、 起 動 す る ま で に し ば ら く 時 間 が か か る 。 ブ ー ト ロ ー ダ の 読 込 み と 同 時 に 、 表 示 ユ ニ ッ ト
３ の 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ は 、 第 ２ メ モ リ ２ ２ 内 の 第 ２ ロ ゴ 画 像 の デ ー タ を 読 込 み
、 そ の 第 ２ ロ ゴ 画 像 を 表 示 駆 動 部 ２ ５ を 介 し て 、 表 示 部 ２ ４ に 送 り 、 そ の 表 示 面 に 第 ２ ロ
ゴ 画 像 を 表 示 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 つ ま り 、 図 ３ に 示 す よ う に 最 初 の 第 ２ ロ ゴ 画 像 は 、 電 源 投 入 か ら 殆 ど 瞬 時 に 表 示 さ れ る
よ う に な る 。 従 っ て 、 ユ ー ザ は 、 電 源 投 入 後 、 ブ ル ー バ ッ ク 画 像 が 表 示 さ れ る よ う な こ と
な く 、 内 視 鏡 装 置 １ の 電 源 が 正 常 に 投 入 さ れ た こ と に 対 応 し た 表 示 ユ ニ ッ ト ３ に 対 応 し た
第 ２ ロ ゴ 画 像 が 瞬 時 に 表 示 さ れ る の で 、 直 ち に 電 源 が 正 常 に 投 入 さ れ た こ と を 確 認 す る こ
と が で き る 。 ま た 、 ブ ル ー バ ッ ク 画 像 を 表 示 す る 場 合 よ り も 、 第 ２ ロ ゴ 画 像 の 表 示 が で き
る 表 示 形 態 に で き 、 表 示 の 品 位 を 向 上 す る こ と が で き る 。 　
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ に 示 す よ う に 上 記 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ は 、 第 ２ ロ ゴ 画 像 の 表 示 を
開 始 す る と 、 そ の 内 部 の タ イ マ を 起 動 し 、 予 め 設 定 さ れ た 一 定 時 間 経 過 し た か の 時 間 計 測
を 開 始 し 、 一 定 時 間 の 経 過 を 待 つ 。 　
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ に お け る 一 定 時 間 の 経 過 後 に お い て は 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ に 示 す 状 態 に な っ て
お り 、 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ の 処 理 を 行 う こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ に お け る 一 定 時 間 の 経 過 後 に お い て は 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ に 示 す よ う に Ｃ Ｐ Ｕ
１ ６ は ブ ー ト ロ ー ダ を 起 動 済 み で あ り 、 ま た 第 １ メ モ リ １ ７ 内 の 第 １ ロ ゴ 画 像 の デ ー タ を
読 込 み 済 み で も あ る 。 そ し て 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ に よ っ て そ の 第 １ ロ ゴ 画 像 の 映 像 信 号 は 、 第 １
ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 １ ４ 及 び エ ン コ ー ダ ／ ド ラ イ バ 部 １ ５ を 経 由 し て 表 示 ユ ニ ッ ト ３ の デ
コ ー ダ 部 ２ １ に 入 力 さ れ て い る 状 態 に な っ て い る 。 　
　 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ に 示 す よ う に 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ は 、 第 ２ メ モ リ ２ ２ か
ら の 第 ２ ロ ゴ 画 像 の 読 込 み を 止 め て 、 デ コ ー ダ 部 ２ １ 側 の 第 １ ロ ゴ 画 像 を 取 り 込 み 、 表 示
駆 動 部 ２ ５ を 経 て 表 示 部 ２ ４ に 出 力 し 、 表 示 部 ２ ４ に 第 １ ロ ゴ 画 像 が 表 示 さ れ る よ う に 切
り 替 え る 。 ユ ー ザ は 、 表 示 部 ２ ４ に （ 本 体 ユ ニ ッ ト ２ に 対 応 し た ） 第 １ ロ ゴ 画 像 が 表 示 さ
れ る こ と に よ り 、 内 視 鏡 検 査 に 実 際 に 使 用 し て い る 本 体 ユ ニ ッ ト ２ の 機 種 等 の 確 認 が で き
る 。 　

10

20

30

40

50

(5) JP 2006-334244 A 2006.12.14



　 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 上 記 の よ う に ブ ー ト ロ ー ダ を 起 動 し 、 第 １ メ モ リ １ ７ 内 の 第 １ ロ
ゴ 画 像 の デ ー タ の 読 込 を 開 始 し た 後 に 、 例 え ば Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ 内 部 の タ イ マ を 起 動 し 、 ス テ ッ
プ Ｓ ７ に 示 す よ う に 一 定 時 間 の 経 過 を 待 つ 状 態 と な る 。 こ の 一 定 時 間 は 、 例 え ば 数 秒 程 度
に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 一 定 時 間 が 経 過 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ に 示 す よ う に Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 第 １ ロ ゴ 画 像 の
デ ー タ を 出 力 す る 処 理 動 作 を 止 め る 。 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ に 示 す よ う に 第 １ ス ー パ イ ン
ポ ー ズ 部 １ ４ は 、 信 号 処 理 部 １ ３ か ら の Ｃ Ｃ Ｄ １ ２ に よ り 撮 像 し た 撮 像 画 像 の デ ー タ を 出
力 し 、 エ ン コ ー ダ ／ ド ラ イ バ 部 １ ５ 、 デ コ ー ダ 部 ２ １ 、 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ 、 表
示 駆 動 部 ２ ５ を 経 由 し て 表 示 部 ２ ４ に 撮 像 画 像 を 出 力 す る 。 そ し て 、 そ の 撮 像 画 像 が 表 示
部 ２ ４ で 継 続 的 に 表 示 さ れ る よ う に な る 。 そ し て 、 ユ ー ザ は 、 表 示 部 ２ ４ に 表 示 さ れ る 撮
像 画 像 を 観 察 し な が ら 、 撮 像 対 象 物 ４ の 内 部 を 内 視 鏡 検 査 す る 。 　
　 従 っ て 、 図 ３ に 示 す よ う に 電 源 が 投 入 さ れ る と 、 殆 ど 瞬 時 に 表 示 部 ２ ４ の 表 示 面 に 第 ２
ロ ゴ 画 像 が 表 示 さ れ 、 そ の 後 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ が ブ ー ト ロ ー ダ の 読 込 等 を 行 っ て 所 定 の 制 御 動 作
状 態 に 達 す る と 、 第 ２ ロ ゴ 画 像 の 表 示 か ら 第 １ ロ ゴ 画 像 の 表 示 に 遷 移 す る 。 さ ら に こ の 第
１ ロ ゴ 画 像 の 表 示 が 数 秒 程 度 の 行 わ れ た 後 、 第 １ ロ ゴ 画 像 の 表 示 か ら Ｃ Ｃ Ｄ １ ２ に よ り 撮
像 さ れ た 撮 像 画 像 の 表 示 へ と 遷 移 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 実 施 例 に お け る 上 記 動 作 の 概 略 の タ イ ミ ン グ 図 は 、 図 ４ の よ う に な る 。 電 源 ス イ ッ チ
１ ９ が Ｏ Ｎ さ れ る と 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ 等 に 電 力 が 供 給 さ れ る 状 態 と な り 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 第 １
メ モ リ １ ７ に 格 納 さ れ た ソ フ ト ウ ェ ア と し て の ブ ー ト ロ ー ダ の 読 込 を 開 始 し 、 そ の プ ロ グ
ラ ム 内 容 に 従 っ て 所 定 の 制 御 動 作 を 開 始 （ 実 行 ） す る 。 こ の 場 合 、 所 定 の 制 御 動 作 を 開 始
す る ま で に 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ の 処 理 能 力 に も 依 存 す る が 、 例 え ば ｔ ａ 秒 程 度 か か っ て し ま う 。
　 一 方 、 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ は 、 電 力 が 供 給 さ れ る と 、 直 ち に 第 ２ メ モ リ ２ ２ に
格 納 さ れ た 第 ２ ロ ゴ 画 像 の デ ー タ を 読 込 み 、 そ の 第 ２ ロ ゴ 画 像 を 表 示 駆 動 部 ２ ５ を 経 由 し
て 表 示 部 ２ ４ で 表 示 さ せ る 。 そ の 後 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ は 、 ｔ ａ 秒 よ り 若 干 長 く
な る よ う に 設 定 さ れ た 一 定 時 間 ｔ ｂ が 経 過 す る の を 待 つ 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 つ ま り 、 表 示 部 ２ ４ に は 、 電 源 が 投 入 さ れ る と 、 殆 ど 瞬 時 に 第 ２ ロ ゴ 画 像 が 表 示 さ れ る
。 そ の 後 、 時 間 ｔ ａ 秒 が 経 過 す る と 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 第 １ メ モ リ １ ７ か ら 第 １ ロ ゴ 画 像 の
デ ー タ を 読 込 み 、 第 １ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 １ ４ 、 エ ン コ ー ダ ／ ド ラ イ バ 部 １ ５ を 経 て 、 デ
コ ー ダ 部 ２ １ に 送 る 最 初 の 制 御 動 作 を 行 え る 状 態 に な っ て い る 。 　
　 一 方 、 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ は 、 上 記 一 定 時 間 ｔ ｂ の 経 過 後 、 第 ２ ロ ゴ 画 像 の デ
ー タ を 表 示 駆 動 部 ２ ５ 側 に 送 る こ と を 止 め 、 デ コ ー ダ 部 ２ １ か ら 出 力 さ れ る 第 １ ロ ゴ 画 像
の デ ー タ を 表 示 駆 動 部 ２ ５ を 経 て 表 示 部 ２ ４ に 出 力 し 、 表 示 部 ２ ４ に は 第 １ ロ ゴ 画 像 が 表
示 さ れ る よ う に な る 。 　
　 そ し て 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 上 記 第 １ ロ ゴ 画 像 の デ ー タ を 第 １ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 １ ４ に 出
力 し て か ら 例 え ば 数 秒 程 度 の 時 間 ｔ ｃ の 経 過 を 待 っ て 、 こ の 第 １ ロ ゴ 画 像 の デ ー タ を 第 １
ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 １ ４ に 出 力 す る こ と を 止 め 、 信 号 処 理 部 １ ３ の 出 力 信 号 、 つ ま り Ｃ Ｃ
Ｄ １ ２ に よ り 撮 像 さ れ た 撮 像 画 像 （ 内 視 鏡 画 像 ） を 第 １ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 １ ４ 等 を 経 て
表 示 部 ２ ４ に 出 力 す る よ う に 制 御 し 、 表 示 部 ２ ４ に は Ｃ Ｃ Ｄ １ ２ で 撮 像 し た 内 視 鏡 画 像 が
表 示 さ れ る 状 態 に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う な 作 用 を 行 う 本 実 施 例 に よ れ ば 、 電 源 ス イ ッ チ １ ９ を Ｏ Ｎ に す る と 、 Ｃ Ｐ Ｕ １
６ が 所 定 の 制 御 動 作 を 開 始 す る ま で に 時 間 が か か る よ う な 場 合 に お い て も 、 電 源 の 投 入 に
よ り 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ は 、 予 め 第 ２ メ モ リ ２ ２ に 格 納 し て お い た 第 ２ ロ ゴ 画 像
の デ ー タ を 読 み 出 し 、 そ の 第 ２ ロ ゴ 画 像 を 表 示 部 ２ ４ で 表 示 さ せ る 画 像 表 示 制 御 処 理 を 行
う よ う に し て い る の で 、 ユ ー ザ は 、 電 源 ス イ ッ チ １ ９ を Ｏ Ｎ し た 場 合 に 瞬 時 に 表 示 さ れ る
第 ２ ロ ゴ 画 像 に よ り 、 本 体 の 起 動 し て い る 間 、 本 体 が 正 常 に 起 動 し て い る に も か か わ ら ず
不 安 を 抱 く の を 防 止 す る こ と が で き る 。 　
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　 ま た 、 ロ ゴ 画 像 の 表 示 に よ り 、 ブ ル ー バ ッ ク 画 像 の 表 示 よ り も 表 示 形 態 の 品 位 を 向 上 す
る こ と が で き る 。 　
　 ま た 、 本 体 ユ ニ ッ ト ２ 側 の ハ ー ド ウ ェ ア の 変 更 を 必 要 と し な い で 、 表 示 ユ ニ ッ ト ３ 側 に
表 示 ユ ニ ッ ト ３ の ロ ゴ 画 像 の デ ー タ の 一 時 格 納 手 段 と し て の 第 ２ メ モ リ ２ ２ と 、 電 源 投 入
時 に そ の デ ー タ を 選 択 し て 表 示 駆 動 部 ２ ５ 側 に 出 力 す る 表 示 情 報 制 御 手 段 と し て の 第 ２ ス
ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ を 設 け る こ と に よ り 、 比 較 的 に 簡 単 な 構 成 で 実 現 す る こ と が で き る
。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 本 発 明 の 実 施 例 ２ を 図 ５ 及 び 図 ６ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 ５ は 本 発 明 の 実 施 例 ２ に
係 る 内 視 鏡 装 置 １ Ｂ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 本 実 施 例 は 、 実 施 例 １ の 内 視 鏡 装 置
１ と 一 部 が 異 な る の み の 構 成 で あ る た め 、 異 な る 部 分 の 構 成 を 説 明 す る 。 　
　 図 ５ に 示 す 本 実 施 例 の 内 視 鏡 装 置 １ Ｂ は 、 図 １ に 示 す 実 施 例 １ の 内 視 鏡 装 置 １ と 同 様 に
本 体 ユ ニ ッ ト ２ と 表 示 ユ ニ ッ ト ３ と が コ ネ ク タ 部 ５ で 接 続 さ れ る 構 成 で あ る 。 実 施 例 １ で
は 、 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ は 、 電 力 が 供 給 さ れ て 第 ２ メ モ リ ２ ２ か ら 第 ２ ロ ゴ 画 像
の デ ー タ を 読 み 出 し 、 表 示 駆 動 部 ２ ５ を 経 て 表 示 部 ２ ４ に 出 力 す る 制 御 動 作 を 開 始 し た 後
は 、 一 定 時 間 が 経 過 す る の を 待 つ 状 態 に な る が 、 本 実 施 例 で は 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２
３ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ か ら 第 １ ロ ゴ 画 像 を 表 示 す る こ と の 通 知 を 受 け る 信 号 を 待 つ 状 態 に な る
。 　
　 そ し て 、 こ の 通 知 の 信 号 を 受 け る と 、 実 施 例 １ の 場 合 と 同 様 に 第 ２ メ モ リ ２ ２ か ら 第 ２
ロ ゴ 画 像 の デ ー タ を 表 示 駆 動 部 ２ ５ を 経 て 表 示 部 ２ ４ に 出 力 す る 制 御 動 作 を 止 め て 、 デ コ
ー ダ 部 ２ １ か ら 出 力 さ れ る 第 １ ロ ゴ 画 像 の デ ー タ を 表 示 駆 動 部 ２ ５ を 経 て 表 示 部 ２ ４ に 出
力 し 、 表 示 部 ２ ４ に 第 １ ロ ゴ 画 像 が 表 示 さ れ る よ う に す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 従 っ て 、 図 ５ に 示 す 実 施 例 ２ で は 実 施 例 １ の 構 成 に お い て 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ と 第 ２ ス ー パ イ
ン ポ ー ズ 部 ２ ３ は 信 号 線 で 接 続 さ れ 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 こ の 信 号 線 に よ り 通 知 す る 信 号 を 送
る 。 ま た 、 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ は 、 実 施 例 １ に お け る タ イ マ 機 能 を 有 し な い 構 成
で 済 む 。 そ の 他 の 構 成 を 実 施 例 １ と 同 様 で あ る 。 　
　 本 実 施 例 に お け る 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト は 図 ６ に 示 す よ う に な る 。 図 ６ に 示 す 動 作
は 、 図 ２ の フ ロ ー チ ャ － ト に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ， Ｓ ５ が ス テ ッ プ Ｓ １ １ 、 Ｓ １ ２ の よ
う に 変 更 さ れ て い る 。 　
　 つ ま り 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ の 処 理 を 行 っ た 後 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ に お い て Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 第 １
メ モ リ １ ７ 内 の ブ ー ト ロ ー ダ を 読 込 み 、 ブ ー ト ロ ー ダ を 起 動 す る （ こ の 間 、 表 示 部 ２ ４ に
は 第 ２ ロ ゴ 画 像 が 表 示 さ れ て い る 状 態 で あ る ） 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ し て 、 そ の 起 動 後 に こ の 第 １ メ モ リ １ ７ 内 の 第 １ ロ ゴ 画 像 の デ ー タ を 読 込 む 。 読 み 込
ま れ た こ の 第 １ ロ ゴ 画 像 の 映 像 信 号 は 、 第 １ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 １ ４ 、 エ ン コ ー ダ ／ ド ラ
イ バ 部 １ ５ を 経 由 し て デ コ ー ダ 部 ２ １ に 入 力 さ れ る 。 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 第 １ ロ ゴ 画 像
の デ ー タ を 読 込 ん で 、 第 １ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 １ ４ 側 に 出 力 し た 後 、 第 １ ロ ゴ 画 像 を 表 示
す る 通 知 の 信 号 を 行 う 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ に 送 る 。 　
　 ス テ ッ プ Ｓ １ １ の 処 理 が 行 わ れ て い る 間 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ に 示 す よ う に 第 ２ ス ー パ イ ン
ポ ー ズ 部 ２ ３ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ か ら 第 １ ロ ゴ 画 像 を 表 示 す る 通 知 の 信 号 を 受 け る の を 待 つ 状
態 に な る 。 そ し て 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ か ら こ の 通 知 の 信 号 を 受 け と る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ の 処 理 を
行 う よ う に な る 。 そ の 他 は 、 実 施 例 １ と 同 様 の 作 用 と な る 。 　
　 本 実 施 例 に よ れ ば 、 実 施 例 １ と ほ ぼ 同 じ 作 用 効 果 を 有 す る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 本 発 明 の 実 施 例 ３ を 図 ７ 及 び 図 ８ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 ７ は 実 施 例 ３ の 内 視 鏡 装
置 １ Ｃ の 構 成 を 示 す 。 実 施 例 １ 及 び 実 施 例 ２ に お い て は 、 本 体 ユ ニ ッ ト ２ と 表 示 ユ ニ ッ ト
３ と が 別 体 で コ ネ ク タ 部 ５ で 接 続 さ れ た 構 成 で あ っ た が 、 本 実 施 例 は 、 こ れ ら が 一 体 化 さ
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れ た 構 成 で あ る 。 　
　 図 ７ に 示 す 本 実 施 例 の 内 視 鏡 装 置 １ Ｃ は 、 図 １ の 内 視 鏡 装 置 １ に お い て 、 第 １ ス ー パ イ
ン ポ ー ズ 部 １ ４ の 出 力 信 号 を 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ を 通 し て 表 示 駆 動 部 ２ ５ に 入 力
す る 構 成 に し て い る 。 こ の 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ は 、 実 施 例 １ の 場 合 と 同 様 に タ イ
マ 機 能 を 有 し 、 電 力 が 供 給 さ れ る と 第 ２ メ モ リ ２ ２ か ら 第 ２ ロ ゴ 画 像 の デ ー タ を 読 込 む 。
そ し て 、 こ の 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ に よ り 読 み 込 ま れ た 第 ２ ロ ゴ 画 像 の デ ー タ は 、
表 示 駆 動 部 ２ ５ を 経 由 し て 表 示 部 ２ ４ に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 つ ま り 、 本 実 施 例 の 内 視 鏡 装 置 １ Ｃ は 、 実 施 例 １ の 内 視 鏡 装 置 １ に お け る コ ネ ク タ ５ を
用 い な い で 、 本 体 ユ ニ ッ ト ２ と 表 示 ユ ニ ッ ト ３ の 両 筐 体 を 共 通 に し た 筐 体 ３ １ と し 、 そ の
内 部 に お け る 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ の 配 置 位 置 を 上 記 の よ う に 変 更 し て い る 。 ま た
、 本 実 施 例 で は 、 電 源 部 １ ８ は 共 通 の 直 流 電 圧 Ｖ ｃ ｃ １ の 電 力 を 、 表 示 駆 動 部 ２ ５ 、 表 示
部 ２ ４ に 供 給 す る 構 成 に し て い る 。 そ の 他 の 構 成 は 実 施 例 １ と 同 様 で あ る 。 　
　 本 実 施 例 に お け る 動 作 は 、 図 ８ に 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト の よ う に な る 。 図 ８ に 示 す 動 作 は
、 図 ２ の フ ロ ー チ ャ ー ト に お い て 、 本 体 ユ ニ ッ ト ２ と 表 示 ユ ニ ッ ト ３ の 読 み 替 え と 、 第 ２
ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ の 配 置 位 置 の 変 更 に 対 応 し た 変 更 を 行 う 副 次 的 な 変 更 と な り 、 基
本 的 な 動 作 は 実 施 例 １ と 同 じ と な る 。 　
　 図 ７ に 示 す よ う に 内 視 鏡 装 置 １ を 商 用 電 源 ２ ０ に 接 続 し 、 図 ８ の ス テ ッ プ Ｓ １ に 示 す よ
う に 電 源 ス イ ッ チ １ ９ を Ｏ Ｎ に す る 。 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ′ に 示 す よ う に 電 源 部 １ ８ の
電 力 が 内 視 鏡 装 置 １ Ｃ 内 の 各 部 に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ し て 、 内 視 鏡 装 置 １ Ｃ 内 の 各 部 は 動 作 を 開 始 す る 。 こ の 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ′ に 示 す
よ う に Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 第 １ メ モ リ １ ７ に 格 納 さ れ て い る Ｏ Ｓ の ブ ー ト ロ ー ダ （ ソ フ ト ウ ェ
ア ） を 読 込 み を 開 始 す る 。 ブ ー ト ロ ー ダ の 読 込 み と 同 時 に 、 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３
は 、 第 ２ メ モ リ ２ ２ 内 の 第 ２ ロ ゴ 画 像 の デ ー タ を 読 込 み 、 そ の 第 ２ ロ ゴ 画 像 を 、 表 示 駆 動
部 ２ ５ を 介 し て 、 表 示 部 ２ ４ に 送 る 。 そ し て 、 そ の 表 示 面 に 第 ２ ロ ゴ 画 像 を 表 示 さ せ る 。
　 つ ま り 、 図 ３ に 示 す よ う に 最 初 の 第 ２ ロ ゴ 画 像 は 、 電 源 投 入 か ら 殆 ど 瞬 時 に 表 示 さ れ る
よ う に な る 。 従 っ て 、 ユ ー ザ は 、 電 源 投 入 後 、 内 視 鏡 装 置 １ Ｃ の 電 源 が 正 常 に 投 入 さ れ た
こ と に 対 応 し た 第 ２ ロ ゴ 画 像 が 瞬 時 に 表 示 さ れ る の で 、 本 体 が 正 常 に 起 動 し て い る に も か
か わ ら ず 、 不 安 を 抱 く の を 有 効 に 防 止 す る こ と が で き る 。 　
　 次 の ス テ ッ プ Ｓ ４ に 示 す よ う に 上 記 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ は 、 第 ２ ロ ゴ 画 像 の 表
示 を 開 始 す る と 、 そ の 内 部 の タ イ マ を 起 動 し 、 予 め 設 定 さ れ た 一 定 時 間 経 過 し た か の 時 間
計 測 を 開 始 し 、 一 定 時 間 の 経 過 を 待 つ 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ に お け る 一 定 時 間 の 経 過 後 に お い て は 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ′ に 示 す 状 態 に な っ
て お り 、 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ ′ の 処 理 を 行 う こ と に な る 。 　
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ に お け る 一 定 時 間 の 経 過 後 に お い て は 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ′ に 示 す よ う に Ｃ Ｐ
Ｕ １ ６ は ブ ー ト ロ ー ダ を 起 動 済 み で あ り 、 ま た 第 １ メ モ リ １ ７ 内 の 第 １ ロ ゴ 画 像 の デ ー タ
を 読 込 み 済 み で も あ る 。 そ し て 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ に よ り 第 １ ロ ゴ 画 像 の 映 像 信 号 は 、 第 １ ス ー
パ イ ン ポ ー ズ 部 １ ４ を 経 て 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ に 入 力 さ れ て い る 状 態 に な っ て い
る 。 　
　 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ ′ に 示 す よ う に 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ は 、 第 ２ メ モ リ ２ ２
か ら の 第 ２ ロ ゴ 画 像 の 読 込 み を 止 め て 、 第 １ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 １ ４ か ら 入 力 さ れ る 第 １
ロ ゴ 画 像 を 取 り 込 み 、 エ ン コ ー ダ ／ ド ラ イ バ 部 １ ５ 、 デ コ ー ダ 部 ２ １ 、 表 示 駆 動 部 ２ ５ を
経 て 表 示 部 ２ ４ に 出 力 し 、 表 示 部 ２ ４ で 第 １ ロ ゴ 画 像 が 表 示 さ れ る よ う に 切 り 替 え る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 上 記 の よ う に ブ ー ト ロ ー ダ を 起 動 し 、 第 １ メ モ リ １ ７ 内 の 第 １ ロ
ゴ 画 像 の デ ー タ の 読 込 を 開 始 し た 後 に 、 例 え ば Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ 内 部 の タ イ マ を 起 動 す る 。 そ し
て 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ に 示 す よ う に 一 定 時 間 の 経 過 を 待 つ 状 態 と な る 。 こ の 一 定 時 間 は 、 例 え
ば 数 秒 程 度 に 設 定 さ れ て い る 。 　
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　 一 定 時 間 が 経 過 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ に 示 す よ う に Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 第 １ ロ ゴ 画 像 の デ ー
タ を 出 力 す る 処 理 動 作 を 止 め る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ ′ に 示 す よ う に 第 １ ス ー パ イ ン ポ
ー ズ 部 １ ４ は 、 信 号 処 理 部 １ ３ か ら の Ｃ Ｃ Ｄ １ ２ に よ り 撮 像 し た 撮 像 画 像 の デ ー タ を 出 力
し 、 こ の 撮 像 画 像 を 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ を 通 し 、 さ ら に 表 示 駆 動 部 ２ ５ を 経 由 し
て 表 示 部 ２ ４ に 出 力 す る 。 そ し て 、 そ の 撮 像 画 像 を 表 示 部 ２ ４ に 表 示 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 従 っ て 、 図 ３ に 示 す よ う に 電 源 が 投 入 さ れ る と 、 殆 ど 瞬 時 に 表 示 部 ２ ４ の 表 示 面 に 第 ２
ロ ゴ 画 像 が 表 示 さ れ 、 そ の 後 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ が ブ ー ト ロ ー ダ の 読 込 等 を 行 っ て 所 定 の 動 作 状 態
に 達 す る と 、 第 ２ ロ ゴ 画 像 の 表 示 か ら 第 １ ロ ゴ 画 像 の 表 示 に 遷 移 す る 。 さ ら に こ の 第 １ ロ
ゴ 画 像 の 表 示 が 一 定 時 間 行 わ れ た 後 、 第 １ ロ ゴ 画 像 の 表 示 か ら Ｃ Ｃ Ｄ １ ２ に よ り 撮 像 さ れ
た 撮 像 画 像 の 表 示 へ と 遷 移 す る こ と に な る 。 　
　 本 実 施 例 は 、 実 施 例 １ と ほ ぼ 同 様 の 効 果 を 有 す る 。 　
　 本 実 施 例 は 、 実 施 例 １ の 内 視 鏡 装 置 １ に お け る 本 体 ユ ニ ッ ト ２ と 表 示 ユ ニ ッ ト ３ を 一 体
化 し た 構 成 に 対 応 す る が 、 本 実 施 例 の 変 形 例 と し て 実 施 例 ２ の 内 視 鏡 装 置 １ Ｂ に お け る 本
体 ユ ニ ッ ト ２ と 表 示 ユ ニ ッ ト ３ を 一 体 化 し た 構 成 に し て も 良 く 、 そ の 構 成 を 図 ９ に 示 す 。
　 図 ９ に 示 す 内 視 鏡 装 置 １ Ｄ は 、 図 ７ に 示 す 内 視 鏡 装 置 １ Ｃ に お い て 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ か ら 信
号 線 に よ り 第 １ ロ ゴ 画 像 を 表 示 さ せ る 通 知 を 行 う 信 号 を 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ に 印
加 す る 構 成 に な っ て お り 、 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ は 、 一 定 時 間 の 経 過 を 計 測 す る タ
イ マ 機 能 を 必 要 と し な い 構 成 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 変 形 例 の 動 作 の フ ロ ー チ ャ ー ト は 図 １ ０ の よ う に な る 。 図 １ ０ の 動 作 は 、 図 ８ の フ ロ
ー チ ャ ー ト に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ′ の 後 の ス テ ッ プ Ｓ ４ 、 Ｓ ５ ′ の 処 理 内 容 を ス テ ッ プ
Ｓ １ １ ′ 、 Ｓ １ ２ の よ う に 変 更 し た 処 理 内 容 と な る 。 こ の よ う に 一 部 の 処 理 内 容 の み を 変
更 し て い る の で 、 変 更 し て い る 処 理 内 容 の み を 示 す 。 　
　 つ ま り 、 図 ８ に お け る ス テ ッ プ Ｓ ３ の 処 理 の 後 、 図 １ ０ に 示 す ス テ ッ プ Ｓ １ １ ′ の 処 理
を 行 う 。 こ の ス テ ッ プ Ｓ １ １ ′ で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 ブ ー ト ロ ー ダ （ ソ フ ロ ウ ェ ア ） を 起
動 し 、 第 １ メ モ リ １ ７ 内 の 第 １ ロ ゴ 画 像 の デ ー タ を 読 込 み 、 こ の 第 １ ロ ゴ 画 像 の 映 像 信 号
を 第 １ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 １ ４ か ら 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ に 出 力 す る 。 　
　 こ の 間 、 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ に 示 す よ う に Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ か ら
第 １ ロ ゴ 画 像 を 表 示 す る 通 知 の 信 号 を 待 つ 。 　
　 そ し て 、 こ の 通 知 を 受 け 取 る と 、 図 ８ に 示 す ス テ ッ プ Ｓ ６ ′ の 処 理 に 進 む こ と に な る 。
こ の ス テ ッ プ Ｓ ６ ′ 以 降 の 処 理 は 図 ８ と 同 じ で あ る 。 本 変 形 例 は 、 実 施 例 ２ と ほ ぼ 同 様 の
効 果 を 有 す る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 に 本 発 明 の 実 施 例 ４ を 図 １ １ 及 び 図 １ ２ を 参 照 し て 説 明 す る 。 本 実 施 例 は 、 実 施 例 ３
に お け る 図 ７ 或 い は 図 ９ の よ う に 本 体 ユ ニ ッ ト ２ と 表 示 ユ ニ ッ ト ３ を 一 体 化 し た 構 成 の 場
合 に 適 す る 。 　
　 本 実 施 例 で は 、 例 え ば 図 ７ に お け る 第 ２ メ モ リ ２ ２ に 格 納 す る 第 ２ ロ ゴ 画 像 の デ ー タ と
し て 、 内 視 鏡 装 置 の 機 種 等 の 情 報 を 含 む も の 、 例 え ば 第 １ ロ ゴ 画 像 に 近 い も の （ 以 下 で は
単 に ロ ゴ 画 像 と す る ） と し 、 図 ７ 或 い は 図 ９ に お け る 第 １ メ モ リ １ ７ に 格 納 し て い た 第 １
ロ ゴ 画 像 の デ ー タ の 格 納 を 不 要 と し て い る 。 　
　 つ ま り 、 電 源 投 入 後 に 、 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ は 、 第 ２ メ モ リ ２ ２ に 格 納 さ れ た
こ の ロ ゴ 画 像 を 読 み 出 し て エ ン コ ー ダ ／ ド ラ イ バ 部 １ ５ 側 に 出 力 し 、 こ の ロ ゴ 画 像 が 表 示
さ れ る よ う に し 、 そ の 後 Ｏ Ｓ が 起 動 し て Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ が 所 定 の 制 御 処 理 を 行 え る 状 態 に な っ
た 後 に は 、 撮 像 画 像 の 表 示 に 切 り 替 え る 構 成 に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 つ ま り 、 本 実 施 例 で は 、 電 源 投 入 時 に 、 電 源 投 入 が 正 常 に 行 わ れ た こ と と は 切 り 離 し て
、 そ の 内 視 鏡 装 置 の 機 種 名 を 含 む 情 報 も ロ ゴ 画 像 と し て 表 示 し 、 そ の 表 示 後 に 本 体 が 起 動
し た と こ ろ で 撮 像 画 像 に 切 り 替 え て 表 示 す る 構 成 と し た も の で あ る 。 　
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　 図 １ １ に 示 す よ う に 本 実 施 例 の 内 視 鏡 装 置 １ Ｅ の 場 合 に は 、 第 １ メ モ リ １ ７ に は Ｏ Ｓ の
ソ フ ト ウ ェ ア を 格 納 し て い る が 、 第 １ ロ ゴ 画 像 の デ ー タ の 格 納 は 行 っ て い な い で 、 そ の 格
納 を 不 要 と し て い る 。 ま た 、 こ の 内 視 鏡 装 置 １ Ｅ の 機 種 名 を 含 む ロ ゴ 画 像 の デ ー タ は 、 第
２ メ モ リ ２ ２ 内 に 格 納 さ れ て い る 。 　
　 ま た 、 こ の 場 合 に は 、 図 ８ に お け る 第 １ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 １ ４ を 省 き 、 信 号 処 理 部 １
３ の 出 力 信 号 は 、 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ に 入 力 さ れ る 構 成 に な っ て い る （ 本 実 施 例
で は 、 図 １ １ に 示 す よ う に １ つ の 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ の み で あ る が 、 前 の 実 施 例
等 と の 関 係 を よ り 分 か り 易 く す る 為 に 、 序 数 を 付 け た 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ の 表 記
を 採 用 し て い る ） 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 場 合 に お け る 動 作 は 、 図 １ ２ の よ う に な る 。 　
　 図 １ ２ に 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト は 、 図 ８ の フ ロ ー チ ャ ー ト に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ 、 Ｓ ２
′ は 全 く 同 じ で あ り 、 次 の ス テ ッ プ Ｓ ３ ″ で は 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ が 第 ２ メ モ リ
２ ２ か ら 読 み 込 む デ ー タ が 第 ２ ロ ゴ 画 像 の デ ー タ で な く 、 ロ ゴ 画 像 の デ ー タ に 変 更 さ れ る
の み で あ り 、 こ の ロ ゴ 画 像 が 表 示 部 ２ ４ に 表 示 さ れ る 。 こ の ロ ゴ 画 像 の 表 示 に よ り 、 ユ ー
ザ は 、 正 常 に 電 源 が 投 入 さ れ た こ と と 、 実 際 に 使 用 し て い る 内 視 鏡 装 置 １ Ｅ の 機 種 名 等 も
速 や か に 確 認 す る こ と が で き る 。 　
　 次 の ス テ ッ プ Ｓ ４ も 図 ８ の ス テ ッ プ Ｓ ４ と 全 く 同 じ 内 容 と な る 。 そ し て 、 こ の ス テ ッ プ
Ｓ ４ に お い て は 、 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ は 、 そ の 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ 内 の
タ イ マ が 一 定 時 間 経 過 す る の を 待 つ 。 そ し て 、 一 定 時 間 が 経 過 ま で に 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ″ の
処 理 が 完 了 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 つ ま り 、 こ の ス テ ッ プ Ｓ ５ ″ に お い て 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 ブ ー ト ロ ー ダ を 起 動 済 み で あ り
、 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ に は 信 号 処 理 部 １ ３ か ら 撮 像 画 像 が 入 力 さ れ て い る 。 そ し
て 、 次 の ス テ ッ プ Ｓ ６ ″ の 処 理 が 行 わ れ る 。 　
　 こ の ス テ ッ プ Ｓ ６ ″ に お い て 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ は 、 ロ ゴ 画 像 の 出 力 を や め 、
信 号 処 理 部 １ ３ か ら の 撮 像 画 像 を 、 表 示 駆 動 部 ２ ５ を 経 由 し て 表 示 部 ２ ４ に 出 力 す る 。 そ
し て 、 表 示 部 ２ ４ に は 撮 像 画 像 が 表 示 さ れ る よ う に な る 。 　
　 本 実 施 例 に よ れ ば 、 実 施 例 ３ の 場 合 よ り も ス ー パ イ ン ポ ー ズ 手 段 を 削 減 で き る と 共 に 、
よ り 簡 単 な 制 御 で 済 む 。 こ の た め 、 よ り 低 コ ス ト 化 す る こ と も 可 能 に な る 。 つ ま り 、 ハ ー
ド ウ ェ ア の 変 更 を 必 要 と し な い で 、 ソ フ ト ウ ェ ア の 変 更 の み で 簡 単 に 対 応 す る こ と が 可 能
と な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 な お 、 本 実 施 例 の 変 形 例 と し て 、 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ に タ イ マ 機 能 を 設 け な い
で 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ か ら 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ に 信 号 を 送 り 、 こ の 信 号 を 受 け て 第 ２ ス
ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ は 、 表 示 部 ２ ４ に 出 力 し て い た ロ ゴ 画 像 の 表 示 を 停 止 さ せ る よ う に
し て も 良 い 。 こ の 変 形 例 の 内 視 鏡 装 置 １ Ｆ の 構 成 を 図 １ ３ に 示 す 。 こ の 内 視 鏡 装 置 １ Ｆ に
お い て は 、 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ は 、 タ イ マ 機 能 を 有 し な い 構 成 で あ る 。 　
　 こ の 変 形 例 の 構 成 の 場 合 の 動 作 は 図 １ ４ の よ う に な る 。 図 １ ４ の フ ロ ー チ ャ ー ト は 、 図
１ ２ の フ ロ ー チ ャ ー ト に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ か ら ス テ ッ プ Ｓ ３ ″ ま で は 同 じ で あ る 。 ま
た 、 こ の 場 合 、 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ に は 、 信 号 処 理 部 １ ３ か ら 撮 像 画 像 が 入 力 さ
れ る 。 　
　 そ し て 、 次 の ス テ ッ プ Ｓ １ １ ″ に お い て Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 ブ ー ト ロ ー ダ を 起 動 す る 。 そ し
て 、 そ の 起 動 後 、 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ に ロ ゴ 画 像 の 表 示 を 停 止 さ せ 、 撮 像 画 像 を
表 示 さ せ る 信 号 を 送 る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 そ し て 、 次 の ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ′ に お い て 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ か
ら 上 記 の 信 号 を 受 け る の を 待 つ 。 　
　 こ の 信 号 を 受 け 取 る と 、 次 の ス テ ッ プ Ｓ ６ ″ に 示 す よ う に 、 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２
３ は 、 ロ ゴ 画 像 の 出 力 を や め 、 信 号 処 理 部 １ ３ か ら 入 力 さ れ る 撮 像 画 像 を 、 表 示 駆 動 部 ２
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５ を 経 由 し て 表 示 部 ２ ４ に 出 力 し 、 表 示 部 ２ ４ に 撮 像 画 像 が 表 示 さ れ る よ う に す る 。 　
　 こ の よ う に 動 作 す る 本 変 形 例 は 、 実 施 例 ４ と ほ ぼ 同 様 の 効 果 を 有 す る 。 　
　 な お 、 上 述 し て 実 施 例 １ ～ ４ に お い て 、 少 な く と も 電 源 が 正 常 に 投 入 さ れ た こ と を 確 認
で き る よ う な 所 定 の 情 報 と し て の ロ ゴ 画 像 （ 具 体 的 に は 第 ２ ロ ゴ 画 像 、 ロ ゴ 画 像 ） と 共 に
、 或 い は ロ ゴ 画 像 の 代 わ り に 、 「 起 動 中 」 や 「 し ば ら く お 待 ち 下 さ い 」 等 の 文 字 を 所 定 の
情 報 と し て 表 示 す る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 ロ ゴ 画 像 と は 異 な る 画 像 を 所 定 の 情 報 と し て 表 示 し て も 良 い 。 こ の た め 、 上 述 し
た 第 ２ メ モ リ ２ ２ に ロ ゴ 画 像 以 外 の 画 像 デ ー タ や 文 字 デ ー タ 等 を 格 納 し て も 良 い 。 　
　 ま た 、 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部 ２ ３ は 、 電 源 が 投 入 さ れ た 場 合 、 第 ２ メ モ リ ２ ２ に 格 納
さ れ た 第 ２ ロ ゴ 画 像 の デ ー タ 等 、 所 定 の 情 報 を 出 来 る だ け 早 く 読 み 出 し て 、 表 示 手 段 と し
て の 表 示 部 ２ ４ で 表 示 す る こ と が 望 ま し い が 、 少 な く と も Ｏ Ｓ が 起 動 し 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ が 第
１ メ モ リ １ ７ に 格 納 さ れ た 第 １ ロ ゴ 画 像 の デ ー タ の 読 み 出 し を 行 う 等 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ の 制 御
下 で 、 表 示 部 ２ ４ に 情 報 を 最 初 に 表 示 さ せ る 動 作 が 完 了 す る 時 間 よ り 前 に 行 え ば 良 い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 パ イ プ 内 部 等 を 内 視 鏡 検 査 す る 内 視 鏡 装 置 の 電 源 を 投 入 し た 場 合 、 表 示 手 段 に 対 し て Ｏ
Ｓ の 起 動 前 の ロ ゴ 画 像 等 の 所 定 の 情 報 の 表 示 と 、 Ｏ Ｓ の 起 動 後 の 表 示 を 切 り 替 え て 行 う こ
と が で き る よ う に し て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 内 視 鏡 装 置 の 全 体 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ２ 】 実 施 例 １ に お け る 電 源 投 入 に よ り 撮 像 画 像 が 表 示 さ れ る ま で の 一 連 の 処 理 内 容 を
示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 図 。
【 図 ３ 】 電 源 投 入 に よ り 表 示 部 に 順 次 表 示 さ れ る 画 像 を 示 す 図 。
【 図 ４ 】 電 源 投 入 後 に お け る 本 実 施 例 の 概 略 の 動 作 を 示 す タ イ ミ ン グ 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ に 係 る 内 視 鏡 装 置 の 全 体 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ６ 】 実 施 例 ２ に お け る 電 源 投 入 に よ り 撮 像 画 像 が 表 示 さ れ る ま で の 一 連 の 処 理 内 容 を
示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 図 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 例 ３ に 係 る 内 視 鏡 装 置 の 全 体 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ８ 】 実 施 例 ３ に お け る 電 源 投 入 に よ り 撮 像 画 像 が 表 示 さ れ る ま で の 一 連 の 処 理 内 容 を
示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 図 。
【 図 ９ 】 変 形 例 に 係 る 内 視 鏡 装 置 の 全 体 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 １ ０ 】 変 形 例 に お け る 電 源 投 入 に よ り 撮 像 画 像 が 表 示 さ れ る ま で の 一 連 の 処 理 内 容 の
一 部 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 図 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 実 施 例 ４ に 係 る 内 視 鏡 装 置 の 全 体 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 １ ２ 】 実 施 例 ４ に お け る 電 源 投 入 に よ り 撮 像 画 像 が 表 示 さ れ る ま で の 一 連 の 処 理 内 容
を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 図 。
【 図 １ ３ 】 変 形 例 に 係 る 内 視 鏡 装 置 の 全 体 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 １ ４ 】 変 形 例 に お け る 電 源 投 入 に よ り 撮 像 画 像 が 表 示 さ れ る ま で の 一 連 の 処 理 内 容 の
一 部 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 １ … 内 視 鏡 装 置
　 ２ … 本 体 ユ ニ ッ ト
　 ３ … 表 示 ユ ニ ッ ト
　 ４ … 撮 像 対 象 物
　 ６ … 挿 入 部
　 １ ２ … Ｃ Ｃ Ｄ
　 １ ３ … 信 号 処 理 部
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　 １ ４ … 第 １ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部
　 １ ５ … エ ン コ ー ダ ／ ド ラ イ バ 部
　 １ ６ … Ｃ Ｐ Ｕ
　 １ ７ … 第 １ メ モ リ
　 １ ８ … 電 源 部
　 １ ９ … 電 源 ス イ ッ チ
　 ２ １ … デ コ ー ダ 部
　 ２ ２ … 第 ２ メ モ リ
　 ２ ３ … 第 ２ ス ー パ イ ン ポ ー ズ 部
　 ２ ４ … 表 示 部
　 ２ ５ … 表 示 駆 動 部
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

(15) JP 2006-334244 A 2006.12.14



专利名称(译) 内窥镜装置及其显示装置的显示控制方法

公开(公告)号 JP2006334244A 公开(公告)日 2006-12-14

申请号 JP2005164806 申请日 2005-06-03

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯株式会社

申请(专利权)人(译) 奥林巴斯公司

[标]发明人 沼田健児

发明人 沼田 健児

IPC分类号 A61B1/04 G02B23/24

FI分类号 A61B1/04.370 G02B23/24.B A61B1/04

F-TERM分类号 2H040/GA02 2H040/GA11 4C061/CC06 4C061/JJ17 4C061/NN05 4C061/NN07 4C061/SS30 4C061
/WW11 4C061/WW20 4C061/XX00 4C061/YY12 4C061/YY18 4C161/CC06 4C161/JJ17 4C161/NN05 
4C161/NN07 4C161/SS30 4C161/WW11 4C161/WW20 4C161/XX00 4C161/YY12 4C161/YY18

代理人(译) 伊藤 进

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种用于内窥镜装置的显示控制方法及其显示装置，
即使在主体从通电正常启动到启动操作系统的情况下，也能够防止对用
户的焦虑。 提供。 解决方案：当打开电源开关19以打开电源时，主体单
元2的CPU 16开始读取存储在第一存储器17中的OS的软件，并开始启动
操作。 在接通电源的同时，第二叠加部分23读取存储在第二存储器22中
的第二徽标图像的数据，并通过显示驱动部分25将其发送到显示部分
24。 通过立即显示第二徽标图像直到操作系统启动，可以有效地防止用
户感到焦虑。 [选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/b23fa0f4-3d82-4e02-abfc-5dfbeba878a6
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/037555290/publication/JP2006334244A?q=JP2006334244A

